






















































































 宮地（1981）では、補助動詞としての授受表現の成立について図 2 のように成立したと
示している。常体の形式の後に、敬体が成立し、19 世紀後半までに 6 つの形式を定着され
ていることが分かった。  
 



































1965、大江 1975、久野  1987[1978]、山岡 1990、山田 2004）。  
  （1）  主語と視点の置き方による授受表現の構文  
      a.  [行為者]が[被行為者]に～てやる･あげる･さしあげる。  
      b.  [行為者]が[被行為者]に～てくれる・くださる。  









  （2）  田中さんが本をくれた。  
  （3）＊田中さんが私に本を買った。  



















  （6）  この本を書くことは何度も諦めかけた。諦めさせてくれなかった◯◯書店編集部



























表 1 視点のルールと授受補助動詞の関係 
  言語 
ルール 
日本語 英語 中国語 韓国語 
視点の主観性 主観的  客観的  客観的  客観的  
ルール① ◯  ◯  × ◯  
ルール② ◯  ◯  ◯  ◯  





주다（ juda）  
받다（batta）  
（森山（2006:31）を筆者が修正を加える）  
 上記の森山（2006）で示された「ルール①」「ルール②」をまとめたものである。  









  （8）？I will receive 5,000 yen from John. ジョンに 5,000 円もらおう。  
  （9）？I tried to receive 5,000 yen from John. 私はジョンに 5,000 円もらおうとした。  

















  （10）  他送我一本书。[ta1song4wo3yi1ben3shu1]（佐々木 2013:62） 
56 
        （lit. 彼は私に本をプレゼントした）  
（11）   彼は私に本をプレゼントしてくれた。 



































































  （13）  （先生が持っている重そうなかばんを見て）  
       ＊先生、かばんを持ってさしあげましょうか。  
  （14）  （その後、友だちに会って先生に会ったことについて話しながら）  
         先生のかばんを持ってさしあげたの。 
  （15）  （パーティーに来てくれた友だちに）  来てくれてありがとう！   







 以上、本稿でまとめた授受表現に関する研究動向をまとめ、以下の鳥瞰図に示す。  
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